





下，「AL」）を推進している。2015 年 4 月に開設した人間社会学部でも，「教材は人と町だ。」
をキャッチフレーズに，教育カリキュラムの柱として AL の推進を掲げている（1）。





















（1） 本稿で対象とする人間社会学部の AL とは，学部が主導する公募型 AL を指し，ゼミや必修の実践科目での
活動は含まない。公募型 AL は教員が企画し，必要な経費は学部予算から充当される。
（2） 学生募集の方法については，これまで CUCPORTAL のアンケート機能を利用していたが，2020 年度から
は学部独自で AL 専用のシラバスを作成し，学生が担当教員やリーダー学生に直接申し込むことにした。た
だし，2020 年度は新型コロナウィルス感染症の影響で，前期に予定していた AL を全て中止とした。
〔資　料〕
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　農村ツーリズムには，定員 5 名に対して 8 名の応募があった。面談で動機を確認し，新
幹線の団体割引やレンタカーの乗車人数などを考慮した上で，全員の参加を認めた。






（3） 地方における滞在型 AL については，弘前ウェディング（青森県弘前市）が 2018 年度，地域プロデューサー
養成プロジェクト（福井県美浜町）が 2019 年度をもって終了した。
（4） 大迫町は，2006 年 1 月に花巻市と合併した。
―190―










な距離を縮めることであった。2 泊 3 日という短期間の訪問の場合，活動が終了する頃に
表 2：農村ツーリズムの具体的な流れ
日時 内容
2019 年 4 月中旬 募集の開始
2019 年 5 月上旬 参加者の決定
2019 年 6 月 18 日 事前学習会の開催，顔合わせ
2019 年 9 月 17 日-19 日 フィールドワークの実施
2019 年 9 月 27 日 第 1 回事後学習会の開催
2019 年 10 月 15 日 第 2 回事後学習会の開催
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2019 年 12 月 8 日に市川市で JA いちかわ協力のもと，農家でトマト苗の定植体験（ハウ


























 （2020.5.13 受稿，2020.6.10 受理）
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〔抄　録〕
　本稿の目的は，2019 年 9 月 17日-19 日に実施した農村ツーリズム in 岩手県花巻市大迫町
の 1 年目の成果と課題の報告である。農村ツーリズムは，事前・事後学習と大迫町でのフィー
ルドワークを組み合わせた複合型 AL で，学びのプロセスを重視した。そのため，事後学
習では報告書の作成を行い，学びの可視化と社会化に取り組んだ。報告書の内容から，学
生に共通する学びとして暮らしと社会のつながり，大迫町のために行動する姿勢を明らか
にした。また，こうした複合型 AL を企画する担当教員の役割について，筆者自身の取り
組みを振り返り，現地との関係性づくり，学生への働きかけが重要になることを指摘した。
今後の課題としては，担当教員のモチベーションの維持，プログラムの連続性が挙げられる。
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小口広太：農村ツーリズム in 岩手県花巻市大迫町の活動記録
